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研究の概要 

リグノセルロースの主要構成成分であるリグニンは、芳香族高分子として有用ケミカルへの変

換が期待されている。特に、超・亜臨界溶媒による熱化学変換は、触媒を用いず環境負荷が低い

手法として注目されているが、脱リグニン挙動の詳細は未解明な点が多い。リグニンは樹種や細

胞、組織部位により構造が異なるため、組織形態学と化学を融合した「トポ化学」的視点が重要

となる。これまで、スギの亜臨界水処理による水可溶部と不溶残渣の構造解析を通じて、脱リグ

ニン挙動の全体像を明らかにした1)。また、スギとブナの不溶残渣のリグニン分布観察では、二次

壁での優先的な脱リグニンと細胞間層での残存が確認され、構造の違いが耐性に影響することが

示された1)。さらに、単子葉類の亜臨界水処理ではバイオマス種(イネ科・ヤシ科)による挙動の違

いを明らかにした。溶媒の違いによる影響も検討され、亜臨界フェノール処理では細胞間層でも

脱リグニンが進行し2)、超臨界メタノール処理では、柔細胞内で無機物やタンパク質が炭化物生成

に寄与することが判明した3)。さらに、カルボカチオン捕捉剤添加系の水熱処理においても、二次

壁からの脱リグニン挙動が生じることを明らかにした4)。このトポ化学的視点はバイオリファイナ

リー研究にも応用され、酵素糖化におけるリグニンの阻害効果を低減するための構造改変や分布

の影響を解明した。蒸気処理によるリグニン転移機構の違いやリグニン分布の変化と酵素糖化へ

の影響を明らかにした5)。以上の成果は、リグニンの構造と分布に基づく熱化学変換の理解を深め、

バイオマス資源の高効率利用に向けた新たな指針を示すものである。 
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